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１．テーマ
「コーチング技法～部下や後輩のやる気を引き出すために～」

２．講　師
株式会社コーチング・システムズ
　取締役・国際コーチ連盟（ICF）プロフェッショナルコーチ　稲垣　友仁　氏裏面へ続きます

金沢大学教育学部卒業後、三重県公立中学校教諭、小学校教諭を経て、三重県教育委員会へ
出向。その後、１４年間勤めた公務員を退職し、教職公務員からプロコーチへの転職第1号と
なる。日本にコーチングが導入された97年からコーチングを導入し、これまでに500人以上
の子ども・親に対してコーチングを行なってきた。教育現場を熟知した本格コーチとしては、
国内随一の実績を誇る。現在では、各都道府県教育委員会・行政機関・各教育現場に対してコ
ーチングの講演・導入アドバイザーとしても活動中。講演・プロデュース数は年に100本を越
え、10,000人以上の教育者・学生達に対してコーチングを伝えている。2007年・2008年三重
県教育委員会「教育コーチング推進アドバイザー」国立宇都宮大学大学院工学研究科非常勤
講師「共創コーチング特論」を担当。


３．開催日時及び会場　
【日  時】平成２９年７月３日（月）　午前１０時～午後４時
【会  場】名古屋市高齢者就業支援センター　大会議室
名古屋市昭和区御器所通３－１２－１　御器所ｽﾃｰｼｮﾝﾋﾞﾙ５F
　最寄駅：地下鉄　鶴舞線・桜通線「御器所」駅

４．定員及び対象者　
　　【定  員】１１０名
　　【対象者】障がい福祉施設および高齢者福祉施設に勤務する経験年数３～５年の職員

５．ねらい
　　職場で、部下や後輩に対してどう指導すればよいか、どのような働きかけをすればよいか、悩む場面はありませんか。トップダウンの指示だけでは職員の自主性を引きだすことは難しく、成長を促しきれない面もあります。
本研修では、相手の主体性を引き出すコミュニケーションの手法である「コーチング」について演習を取り入れながら実践的に学び、自施設において部下や後輩の個人の能力を最大限に伸ばせるリーダーになることを目指します。




６．日  程
9:30 10:00 　　　 　 　　   　　　　　　　12:00  13:00           　　       　   16:00
	受　付
	講義・演習
	休　憩
	講義・演習


　※一部内容を変更する場合があります。
※開始５分前から注意事項等の説明を行います。
※昼休憩以外にも、適宜休憩を設けます。


７．申込期限
平成２９年５月１０日（水）
※参加申込は、名古屋市社会福祉協議会 社会福祉研修センター ホームページから
お願いします。(http://care-net.biz/23/zaitakunet/ex04-2.php#kensyu-b)
名古屋市社協　と　在宅福祉部　で検索。
詳細は別紙「申込方法のご案内」をご覧ください。
※５月１５日（月）までに、受講決定者には「受講決定のお知らせ」を、落選者には「落選のお知らせ」をＦＡＸで通知いたします。


